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６ 子どもを持つことの考え 

（１）子育てについての考え 

お子さんをお持ちの方全員にうかがいます。 

問 11  あなたは、ご自身の子育てについてどのようにお考えですか。あてはまるものすべてに○を

つけ、最もあてはまるものに◎をつけてください。 

子育てについての考えをみると、「子どもの成長が楽しみ」が夫で 92.4％、妻で 87.6％と最も多く、次

いで、「明るく楽しい家庭生活が送れる」が夫で 77.7％、妻で 69.8％となっている。以下、夫では「日々

の生活に活力が生まれる」が 61.8％、妻では「自分自身が成長できる」が 60.3％となっている。 

夫と妻を比べると、夫は「精神的な安らぎがある」が 12.4 ポイント妻より高く、妻は「子どもの親同

士の付き合いや人間関係がわずらわしい」が 12.3 ポイント、「子どもの関係で人の輪が広がる」が 10.3 ポ

イント夫より高い。 

最もあてはまるものについては、夫、妻ともに「子どもの成長が楽しみ」が 22.7％、21.4％で最も多く

なっている。妻は、「無回答」が半数近くを占める点に留意が必要である。 

 

図表 子育てについての考え（複数回答） 

 

※新規質問項目 

77.7%

56.3%

61.8%

56.3%

12.2%

8.0%

92.4%

35.7%

31.9%

28.2%

26.5%

34.9%

10.1%

27.7%

51.3%

21.0%

3.8%

1.3%

0.0%

69.8%

43.9%

52.1%

60.3%

9.5%

5.6%

87.6%

46.0%

34.8%

33.5%

28.1%

38.9%

22.4%

21.1%

47.7%

27.8%

5.3%

2.1%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

明るく楽しい家庭生活が送れる

精神的な安らぎがある

日々の生活に活力が生まれる

自分自身が成長できる

社会的な信用が得られる

老後の生活が安心できる

子どもの成長が楽しみ

子どもの関係で人の輪が広がる

育児がうまくできるか不安

親としての責任が不安

自由に使えるお金が制約される

自由に使える時間が制約される

子どもの親同士の付き合いや

人間関係がわずらわしい

子どもの成長が不安

経済的な負担が大きくなる

家事・育児の負担が大きくなる

周囲の理解・協力が得られにくい

その他

無回答

夫(N=238)

妻(N=702)
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図表 子育てについての考え（最もあてはまるもの） 

 

 

※新規質問項目 

  

19.3%

3.4%

5.0%

2.9%

0.0%

0.4%

22.7%

1.3%

1.7%

0.4%

0.4%

0.8%

0.0%

1.7%

4.6%

0.0%

0.0%

0.4%

34.9%

11.1%

1.6%

4.0%

3.0%

0.0%

0.0%

21.4%

0.7%

1.1%

0.3%

0.0%

1.1%

1.0%

0.9%

5.0%

0.7%

0.3%

0.6%

47.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

明るく楽しい家庭生活が送れる

精神的な安らぎがある

日々の生活に活力が生まれる

自分自身が成長できる

社会的な信用が得られる

老後の生活が安心できる

子どもの成長が楽しみ

子どもの関係で人の輪が広がる

育児がうまくできるか不安

親としての責任が不安

自由に使えるお金が制約される

自由に使える時間が制約される

子どもの親同士の付き合いや

人間関係がわずらわしい

子どもの成長が不安

経済的な負担が大きくなる

家事・育児の負担が大きくなる

周囲の理解・協力が得られにくい

その他

無回答

夫(N=238)

妻(N=702)
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（２）理想の子どもの人数 

問 12 あなた方ご夫婦にとって、理想的な子どもの数は何人ですか。 

理想の子どもの人数をみると、「２人」が 52.5％で最も多く、次いで、「３人」が 34.3％となっている。

前回調査に比べて、大きな変化はみられない。 

理想の子どもの人数の平均は 2.33 人だが、予定している子どもの数の平均（問 13）は 2.10 人で、その

差は 0.23 人となっている。前回調査の差（0.32 人）と比べると、やや差は縮まっている。 

 

図表 理想の子どもの人数 

 

 

 

※無回答および不詳を除く 

※R5 県調査、H30 県調査、R3 全国調査は初婚同士の夫婦、H25 は初婚同士の夫婦の妻 

※H30 県調査、H25県調査では「４人以上」で聴取している 

 

図表 理想・予定・現在の子どもの平均人数 

 

 
 

  

2.2%

2.3%

1.5%

5.1%

5.5%

5.5%

4.2%

5.5%

52.5%

54.3%

54.8%

54.8%

34.3%

33.2%

34.9%

30.8%

4.5%

4.7%

4.5%

3.4%

1.0%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=764)

H30県調査(N=1,281)

H25県調査(N=1,724)

R3全国調査

(N=5,276)

子どもは

いらない
１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上

理想
子ども数
(N=1,108)

予定
子ども数
(N=1,068)

理想
子ども数
(N=967)

予定
子ども数
(N=852)

理想
子ども数
(N=1,474)

予定
子ども数
(N=1,266)

理想
子ども数
(N=5,482)

予定
子ども数
(N=5,482)

2.33

1.76

2.35

1.79

2.42
1.98

2.25

1.72

0.34 0.25
0.24

0.29

2.10 2.03
2.22

2.01

0.0人

0.5人

1.0人

1.5人

2.0人

2.5人

3.0人

理想子ども数 現在の子ども数 今後予定の子ども数

【R5県調査】 【H30県調査】 【H25県調査】 【R3全国調査】
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（３）理想的な子どもの人数の理由 

問 12-1 理想的な子どもの数を１人以上とお考えになる理由は何ですか。あてはまる番号すべてに

○をつけ、その中で最大の理由に◎をつけてください。 

理想的な子どもの人数を１人以上と考える理由をみると、「子どもがいると生活が楽しく心が豊かにな

るから」が 79.5％で最も多く、「好きな人の子どもを持ちたいから」が 32.4％、「結婚して子どもを持つ

ことは自然なことだから」が 26.1％となっている。 

過去の調査と比べると、「結婚して子どもを持つことは自然なことだから」は低下傾向がみられ、前々

回調査より 14.6 ポイント低下している。また、「子どもは老後の支えになるから」も前回調査から 7.4 ポ

イント低下している。 

また、最大の理由をみると、「子どもがいると生活が楽しく心が豊かになるから」が 52.9％と半数以上

を占めており、前回、前々回調査と比べても 15 ポイント以上上昇しているが、前回、前々回調査では「無

回答」の割合が高い点に留意が必要である。 

 

図表 理想的な子どもの人数の理由（複数回答） 

 

 
 

※H30 県調査、H25県調査、R3全国調査では無回答の掲載なし 

  

26.1%

3.1%

79.5%

9.5%

21.4%

16.4%

32.4%

11.2%

9.3%

2.6%

33.3%

4.6%

79.3%

16.9%

20.9%

20.0%

34.3%

11.7%

7.6%

40.7%

3.4%

73.4%

14.4%

18.2%

17.2%

31.1%

10.1%

6.2%

35.1%

4.3%

76.1%

15.0%

19.2%

16.9%

36.9%

12.6%

6.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

結婚して子どもを持つことは

自然なことだから

子どもを持つことで

周囲から認められるから

子どもがいると生活が

楽しく心が豊かになるから

子どもは

老後の支えになるから

子どもは将来の

社会の支えになるから

子どもは夫婦関係を

安定させるから

好きな人の子どもを

持ちたいから

妻（または夫）や親などの

周囲が望むから

その他

無回答

R5県調査(N=1,068)

H30県調査(N=1,252)

H25県調査(N=1,731)

R3全国調査(N=5,009)
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図表 理想的な子どもの人数の理由（最大の理由） 

 

  
 

※H30 県調査、H25県調査、R3全国調査では無回答の掲載なし 

  

6.6%

0.2%

52.9%

1.0%

2.2%

0.9%

8.6%

0.9%

5.1%

21.5%

5.8%

0.1%

35.9%

1.0%

1.0%

0.6%

6.2%

0.8%

1.8%

46.7%

7.5%

0.2%

36.1%

0.7%

1.2%

0.9%

5.7%

0.3%

2.1%

45.2%

10.0%

0.3%

47.6%

1.6%

1.5%

0.9%

9.6%

1.3%

3.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

結婚して子どもを持つことは

自然なことだから

子どもを持つことで

周囲から認められるから

子どもがいると生活が

楽しく心が豊かになるから

子どもは

老後の支えになるから

子どもは将来の

社会の支えになるから

子どもは夫婦関係を

安定させるから

好きな人の子どもを

持ちたいから

妻（または夫）や親などの

周囲が望むから

その他

無回答

R5県調査(N=1,068)

H30県調査(N=1,252)

H25県調査(N=1,633)

R3全国調査(N=5,009)
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（４）今後の子どもの予定 

問 12 で理想的な子どもの数を１人以上と回答した方にうかがいます。それ以外の方は、問 16 へお進みく

ださい。 

問 13  あなた方ご夫婦の今後のお子さんの予定についておたずねします。①今後のお子さんの予定

数と②希望の時期について、また、③今後の予定も含めて全部で何人のお子さんを持つおつ

もりかを、あてはまる番号に○をつけてください。 

今後の子どもの予定数をみると、「（もう）生むつもりはない」が 70.7％と約７割を占めており、前回、

前々回調査と比べても大きな変化はみられない。 

子どもを生む予定のある方の希望の時期をみると、「できるだけ早く」が 44.8％で最も多いが、前回調

査よりは 7.1 ポイント低下しており、「現在妊娠中」が 4.5 ポイント上昇している。 

最終的な子どもの人数は、「２人」が 54.7％で最も多い。前回調査と比べて、「子どもはいらない」がや

や低くなっているが、その他では大きな変化はみられない。 

 

図表 今後の子どもの予定数 

 

 

 

※無回答および不詳を除く 

 

  

70.7%

70.6%

69.6%

80.5%

16.3%

16.2%

15.0%

11.4%

5.6%

5.5%

3.8%

5.3%

1.3%

1.1%

0.6%

0.7%

0.2%

0.1%

0.1%

6.1%

6.3%

10.9%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,068)

H30県調査(N=1,252)

H25県調査(N=1,731)

R3全国調査

(N=5,482)

（もう）

生むつもり

はない

（あと）

１人生む

つもり

（あと）

２人生む

つもり

（あと）

３人生む

つもり

（あと）

４人以上

生むつもり

無回答
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図表 希望の時期 

 

 

 

図表 最終的な子どもの人数 

 

  

 

※R5 県調査、H30 県調査は初婚同士の夫婦、H25 県調査は初婚同士の夫婦の妻、R3 全国調査については全体値 

※H30 県調査、H25県調査では「４人以上」で聴取している 

 

  

44.8%

51.9%

37.6%

41.5%

24.6%

24.2%

29.3%

23.6%

14.5%

12.1%

14.5%

17.6%

14.9%

10.4%

13.3%

16.8%

1.2%

1.4%

5.3%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=248)

H30県調査(N=289)

H25県調査(N=338)

R3全国調査(N=954)

できるだけ

早く

しばらく間を

おいてから

特に

考えていない
現在妊娠中 無回答

4.5%

8.0%

6.4%

15.5%

13.7%

11.6%

54.7%

52.4%

54.5%

21.3%

22.0%

24.3%

3.5%

3.9%

3.1%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=691)

H30県調査(N=1,106)

H25県調査(N=1,368)

子どもは

いらない
１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上
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（５）実際に持つ子どもの人数が理想の人数より少ない理由 

問 12 と問 13 で「持つつもりの子どもの数（b）」が「理想とする子どもの数（a）」より少ない方にうかが

います。それ以外の方は、問 17 へお進みください。 

問 14  持つつもりの子どもの数が理想とする子どもの数より少ない理由について、あてはまる番号

すべてに○をつけ、その中で最大の理由に◎をつけてください。 

予定の子どもの人数が理想の子どもの人数より少ない理由をみると、「子育てや教育にお金がかかりす

ぎるから」が 57.7％で最も多く、次いで、「高年齢で生むのはいやだから」が 30.9％、「欲しいけれども

できないから」が 21.8％となっている。 

前回調査に比べて、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が最も多い点は同様だが、ポイントは

7.1 ポイント上昇している。また、「これ以上、育児の心理的、肉体的不安に耐えられないから」は前々回

調査から上昇傾向がみられる。 

最大の理由をみると、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が 38.2％で最も多く、複数回答同様、

最も多い点は前回調査同様だが、ポイントは 5.1 ポイント上昇している。「欲しいけれどもできないから」

が 19.7％で続いている。 

 

  



67 

 

図表 実際に持つ子どもの人数が理想の人数より少ない理由（複数回答）（初婚同士） 

 

 

 

※H30 県調査、H25県調査、R3全国調査では「パートナー」ではなく「夫」であった 

※H30 県調査、H25県調査、R3全国調査では無回答の掲載なし 

  

57.7%

12.3%

15.9%

5.5%

9.1%

30.9%

20.5%

15.9%

21.8%

8.6%

11.4%

3.2%

9.1%

5.9%

50.6%

8.4%

12.9%

6.0%

6.4%

30.1%

14.9%

15.7%

22.1%

12.0%

7.2%

6.0%

7.2%

56.1%

10.6%

9.9%

4.6%

5.3%

35.6%

12.5%

16.8%

13.2%

8.3%

8.3%

5.6%

8.6%

41.0%

7.2%

12.5%

4.4%

5.9%

34.1%

17.8%

14.6%

22.2%

9.1%

6.8%

4.7%

5.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

子育てや教育に

お金がかかりすぎるから

家が狭いから

自分の仕事（勤めや家業）

に差し支えるから

子どもがのびのび育つ

環境ではないから

自分や夫婦の生活を

大切にしたいから

高年齢で生むのはいやだから

これ以上、育児の心理的、

肉体的不安に耐えられないから

健康上の理由から

欲しいけれどもできないから

パートナーの家事・育児への

協力が得られないから

パートナーが望まないから

末子がパートナーの定年退職

までに成人してほしいから

その他

無回答

R5県調査(N=220)

H30県調査(N=249)

H25県調査(N=303)

R3全国調査(N=1,315)
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図表 実際に持つ子どもの人数が理想の人数より少ない理由（最大の理由）（初婚同士） 

 

 

 

※無回答を除く 

※H30 県調査、H25県調査、R3全国調査では「パートナー」ではなく「夫」であった 

 

  

38.2%

0.0%

2.0%

1.3%

2.6%

11.8%

6.6%

5.9%

19.7%

2.0%

4.6%

0.0%

5.3%

33.1%

0.7%

2.2%

0.0%

0.0%

13.7%

6.5%

9.4%

22.3%

2.9%

2.2%

2.2%

5.0%

38.0%

1.3%

1.3%

0.0%

1.3%

16.5%

5.1%

12.7%

9.5%

4.4%

0.6%

1.9%

7.6%

19.6%

0.3%

2.1%

0.6%

0.8%

12.7%

4.1%

7.5%

15.2%

1.4%

2.7%

0.4%

3.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

子育てや教育に

お金がかかりすぎるから

家が狭いから

自分の仕事（勤めや家業）

に差し支えるから

子どもがのびのび育つ

環境ではないから

自分や夫婦の生活を

大切にしたいから

高年齢で生むのはいやだから

これ以上、育児の心理的、

肉体的不安に耐えられないから

健康上の理由から

欲しいけれどもできないから

パートナーの家事・育児への

協力が得られないから

パートナーが望まないから

末子がパートナーの定年退職

までに成人してほしいから

その他

R5県調査(N=152)

H30県調査(N=249)

H25県調査(N=303)

R3全国調査(N=1,315)
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（６）子育てや教育にお金がかかりすぎると考える要因 

問 14 で「1.子育てや教育にお金がかかりすぎる」と回答した方にうかがいます。それ以外の方は、問 17

へお進みください。 

問 15  子育てや教育にお金がかかりすぎると考える要因について、下の理由のうちあてはまる番号

すべてに○をつけてください。 

子育てや教育にお金がかかりすぎると考える要因をみると、「大学教育にかかる費用」が 85.5％で最も

多く、次いで、「塾や習い事にかかる費用」が 79.9％、「高等学校教育にかかる費用」が 68.2％となって

いる。 

前回調査に比べて、「大学教育にかかる費用」が最も多い点は同様だが、ポイントは 6.1 ポイント低下

しており、前回調査はなかった「塾や習い事にかかる費用」が非常に高い割合となっている。また、「出産

にかかる費用」が 10.1 ポイント、「衣食住にかかる費用」が 8.6 ポイント上昇している。 

 

図表 子育てや教育にお金がかかりすぎると考える要因 

 

 

 

※「子育てサービス（一時預かり・ベビーシッターなど）にかかる費用」「塾や習い事にかかる費用」は今回調査からの新規項

目 

※ H30県調査では無回答の掲載なし 

 

  

34.1%

63.7%

23.5%

25.1%

79.9%

41.3%

38.0%

68.2%

85.5%

7.3%

0.0%

24.0%

55.1%

29.9%

41.3%

41.9%

70.7%

91.6%

19.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

出産にかかる費用

衣食住にかかる費用

医療にかかる費用

子育てサービス（一時預かり・

ベビーシッターなど）にかかる費用

塾や習い事にかかる費用

保育所・認定こども園・

幼稚園などにかかる費用

小学校・中学校教育にかかる費用

高等学校教育にかかる費用

大学教育にかかる費用

その他

無回答

R5県調査(N=179)

H30県調査(N=167)
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（７）子どもはいらないと考える要因 

問 12 で「子どもはいらない」と回答した方にうかがいます。 

問 16  子どもはいらないと考える要因について、下の理由のうちから、あてはまる番号すべてに○

をつけてください。 

子どもはいらないと考える要因をみると、「経済的に負担が大きいから」が 51.9％で最も多く、次いで、

「子育てに対して不安があるから」が 40.7％、「自分の時間や生活を大切にしたいから」が 33.3％となっ

ている。 

（※サンプル数が少ない点に留意が必要である。） 

 

図表 子どもはいらないと考える要因 

 

 

※新規質問項目 

 

  

(N=27)

25.9%

22.2%

40.7%

51.9%

14.8%

18.5%

33.3%

25.9%

25.9%

3.7%

3.7%

22.2%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

子どもが好きではないから

出産に対して不安があるから

子育てに対して不安があるから

経済的に負担が大きいから

子どもに対する責任を負いたくないから

仕事と子育ての両立が難しいから

自分の時間や生活を大切にしたいから

子どもを育てるのに

社会環境が望ましくないから

健康上の理由から

子育ては女性への負担が大きいから

家が狭いから

その他

無回答


